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ご相談窓口 


家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈物でいただいたものの修理などで、ご不明な点は下記窓□にご相談ください。 

修理などァフターサービスに関するご相談は 
エコーセンターへ 

TEL 0120 —31 21 —68 

FAX 0120 -31 21 -87 

(受付時間） 

9:00〜19:00 (365 日） 


商品情報やお取り扱いについてのご相談は 
お客様相談センターへ 

TEL 0120 —8802— 28 

FAX 03-3260-9739 

(受付時間)9: 00-17： 30/携帯電話、 PHS からもご利用できます。 
±曜•日曜•祝日と年末年始-夏季イ木暇など弊社の休日は 
かませていただきます。 


• 「持込修理」および「部品購入」については、上記サービス窓□にて各地区のサービスセンターをご紹介させていたださます。 

• お客様が弊社にお電話いただいた場合には、正確にご回答するために、通話内容を記録(録音など)させていただくことがあります。 
• ご相談、ご依頼いただいた内容によっては弊社のグループ会社に個人情報を提供し対応させていただくことがあります。 

• 修理をご依頼いただいたお客様へ、アフターサービスに関するアンケート八ガキを送付させていただくことびあります。 


愛情点検 


口 


•長年ご使用の力-ボンヒ-夕-の点検を！ •S 有 SITS 造 S 謂！籍戰。 

ご使用の際 
このよ5な 
ことはあ0 
ませんか 

•電源スイッチを入れてち、とさどさ運転しないとさ 
びある。 

•電源コードを動かすと通電したりしなかったりする。 
垂差込プラグ、電源コード、本体などび異常に熱い。 
♦焦げ臭いにおいびする。 

♦その他の異常や故障びある。 

► 

お 

願 

い 

故障や事故防止のため、コンセ 
ントから差込プラグを抜いて販 
売店にご連絡ください。 

点検-修理についての費用など 
詳しいことは、販売店にご相談 
<ださい。 


み 


一片 ^ 0 ^ mPm ^{m A 片 
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力ーボンヒーター保証書 r 持込修理 


裘 


お 

名 

HLH -106 K お 保証期間本体： 1年 

※お買い上げ曰 平成 年月日 

お 

客 

様 

ご住所 

ご芳名 

様 

販 

売 

店 

住所 

店名 

電話 （ ） 


※印欄に記入のない場合は無効となりますから必ずご確認ください。 


维 

保証期間内に取扱説明書、本体ラベル等の注意書さに^ 
したびって正常な使用状態で使用していて故障した場綠 
合には、本書記載内容にをとづさお買い上げの販売店 
び無料修理いたします。 ^ 

お買い上げの曰から左記の期間内に故障した場合は、维 
商品と本書をお持ちいただをお買い上げの販売店に修^ 
理をご依頼ください。なお、商品をお買い上げの販売藻 
店（修理申出先）やメーカーへ送付した場合の送料等 
はお客様の負担となります。 

お客様にご記入いただいた保証書の写しは、保証期間内綠 
のサービス活動及びその後の安全点検活動のために記 
載内容を利用させて頂く場合びございますので、ご了承^ 
ください。 綠 


1 . 保証期間内でを次のよラな場合には有料修理となります。 

(イ)使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。 
の)お買い上げ後の落下、引っ越し、輸送等による故障または損傷。 
(八)乂災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧 
による故障または損傷。 

に)車両、船舶にとラ載して使用された場合に生じた故障または損傷。 
肺)業務用に使用されて生じた故障または損傷。 

(へ)本書のご提示びない場合。 

(卜)本書にお買い上げ年月曰、お客様名、販売店名の記入のない 
場合。あるいは字句を書さ換えられた場合。 


2. この商品について出張修理をご希望の場合には、出張 
に要する実費を申し受けます。 

3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談く 
ださい。 

4. 贈答品等で本書に記入してあるお買い上げの販売店に 
修理びご依頼になれない場合には、ご相談窓□にご相 
談ください。 

己.本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に 
保巧してください。 

6. 本書は日本国内においてのみ有効です 。 Effective only in Japan. 


•このな証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理を 修理メモ 维 

^ お約束するものです。この保証書によって保証書を発行している ^ 

# 者(保証責任を)、及びそれ iU 外の事業者に対するお客様の法律上 -盈 

41 の権利を制限するをのではありません。保証期間経過後の修理に -緣> 

叢誌品?器?し?は、ぉ買ぃ上げの販売店またはご相談窓口に 株式会社日立リビングサプライ蓬 

g •保証期間経過後の修理や補修用性能部品の保有期間につし)ては取扱 干1日 2-0814 東京都新宿区新ル川町日-29ヴク□ポリスま就^ 

带説明書の「保証とアフターヴービス」 （0^7 ぺージ)をご覧ください。 TEL03(3260)9611 綠 

酱 FAX. 。3(32巨。)9739 维 

旅 维 
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取扱説明書 


日立リビングサプライ 


保証書付 


保証書はこの取扱説明書の裏表紙についていますので、 
お買い上げの販売店の記入をお受けください。 


家庭用 


力ーボンヒーター 


HLH-106K お 


このたびは力ーボンヒーターをお買い上げいただき、まことにありびとうございました。 
この取扱説明書をよくお読みになり、正しくご使用ください。 

お読みになつたあとは大切に保存してください。 



Hitachi Living SystemsI ま 
日立リビングサプライの英文社名です。 


-目次- 

■安全のため必ずお守りください . 2*3 

■知っておいていたださたいこと . 3 

■各部のなまス . 4 

■使用前の準備 . 曰 

■正しい使いかた . 己 

■お手入れと保管 . 6 

■安全にお使いいただくための点検 . 7 

■仕様 . 7 

■保証とアフターヴービス . 7 

■ご相談窓 □. 裏表紙 

■保証書 . 裏表紙 


参このカーボンヒーターは一般家庭用です。他の用途でのご使用はしないでください。 
思わめ事故の原因となります。 

•±也震•乂災など緊急時や異常時には、直ちに電源プラグを抜さ、ご使用を中止してくださし、。 
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ま全のため必ずお守り < だをい 


給表示について 

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財 
産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよラになっていま 
す。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A 警告 


A ま意 


この表示を無視して、誤った取扱 
いをすると、人が死 t または重傷 
を負う可能性が想定される内容を 
示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱 
いをすると、人が傷害を負う可能 
性が想定される内容および物的損 
害のみの発生が想定される内容を 
示しています。 


絵表示の例 


A 

0 

〇 


この記号はま意(危険 • 警告を含む）を促す内容 
があることを告げるちのです。 

図の中に具体的な注意内容び描かれています。 

この記号は禁止の行為であることを告げるもの 
です。図の中や近傍に具体的な禁止内容び描か 
れています。 

この記号は行為を強制したり指示する内容を告 
げるらのです。図の中や近傍に具体的な指示内 
容が描かれています。 



を 化 ^ 

言 口 

改造は絶対にしない。ヴービスマン m 外 / 

の人は、分解したり修理しない。 VJV 

(乂災 • 感電 • けがの原因） 分解禁止 

修理はお買い上げの販売店または 
ご相談窓□にご相談ください。 

交流 1 oovm 外では使用しない。 

(乂災•感電の原因） >0/ 

船舶、自動車の直流電源や、200 V 電源で 
使用しないでください。 

定格 1 己 A 於上のコンセントを単独で使用 
する。 

(他の器具と併用すると分岐コンセント部び 
異常発熱して発乂の原因） 

メッシュガードや本体の穴-ずき間に、 

ピンや針金などの金属物等、異物を入れ V V 
ない。 

(感電や異常動作してけがの原因） 

電源コードや差込プラグを傷付けたり、 

破損したり、加工したり、無理に巧げた >〇/ 

り、引っ張ったり、ねじったり、たばね 
て通電したり、高温部に近づけたり、重 
いものを載せたり、はさみ込んだりしない。 

(電源コードび破損し、火災•感電の原因） 

電源コードや差込プラグが傷んだり、 

コンセントの差し込みがゆるいときは V V 

使用しない。 

(感電‘ショート，発乂の原因） 

差込プラグのほこりなどは定期的にとる。 

傭電•ショ-卜 • 発乂の願） W 

差込プラグを抜き、乾いた布で而いてください。 

巧類やタオルなどを掛けたり、力ーテンや 
ふとんなど燃えやすいものの近くで使用しない 。V V 

(乂災の原因） 

差込プラグはコンセントの奥までしっか 
り差し込む。 W 

(感電•ショート•発煙 • 発火の恐れ） 

就寝中は使用しない。 

(寝具などび触れると火災の原因） >〇/ 

スプレーなどの宙を本体の近くに置かな 

し、。 （爆発や乂災の原因） 

乳幼児や自分で操作できないかたなどが 
使用されるときは特にを意ずる。 

(やけどの恐れ） 

濡れた手で差込プラグを抜き差ししない。 

傭電やけびの願） \®/ 

めれ手禁止 

J 



ま全におほいいただ<ための点巧 


■次のような場合には、使用をやめ、お買い上げの販売店に点検を依頼してくださし、。 


使用前に次の異常があつたとき 

使用中に次のようなが態になったとき 

•電源コードの破損。 

(被覆のすり切れ、ひび割れ） 

参本体の破損。 

V 

•操作部や本体に水をかけた。 

参差込プラグや電源コードび手でさわれないほど熱い。 

(この場合、コンセントの点検ち依頼してください。） 

•電源コードを動かすと、通電したりしなかったりする。 
•取扱説明書どおりに使用してを不審な点びある。 



定 格 

交流1日日 V - 1 000 W (50-60 Hz 共用） 

本体 質量僅量) 

約 3.8 kg (ベース含む） 

本体寸法 

高さ 66.8 cm (スイッチツマミ含まず) X 
幅28.已 cm X 

奥行 28.5 cm (ベース含む） 

電源コード 

ゴムコード約]. 8 m 

安全装置 

転倒日 FF スイッチ（内蔵式） 


目 盛 

強 

弱 

消費電力 

約1，000 W 

約己 00 W 


暖房の目安（強運転時、寒冷地は除 <) 


断熱材 

木造住宅 

コンクリート住宅 

な し 

約3畳 （4.1 m 2 ) まで 

約4畳 （5.7 m 2 ) まで 

己0 m m 

約 4.5 畳（7.] m 2 ) まで 

約7畳 （1 日. 8 m 2 ) まで 


巧証とアフターヴービス (必ずぉ読みください) 


アフターサービス等について、おわかりにな S ないときは、お買い上げの販売店かご相談窓 □ 
下記）にお問合わせください。 


〇保証書 

(裏表紙についていまず。） 

保証書は、必ず「お買い上げ曰•販売店名」等の記入をお確かめのラえ、販売 
店から受け取っていただき、内容をよくお読みの後、大切に保をしてください。 

1保証期間はお買い上げの曰か51年でず。1 

©修理を依頼される 

保証期間中 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださます。 

とさは 1持込修理 

保話期間経過後 

修理すれば使用できる場合には、ご希望により修理させて 
いたださます。 

©補修用性能部品の 
保有期間 

カーボンヒーターの補修用性能部品を製造打ち切り後目年間保有しています。 
•補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な部品です。 

0ご転居されるときは 

ご転居によりお買い上げの販売店のアフターサービスを受けられなくなる場合 
は、前もって販売店にご相談ください。ご転居先での日立の家電品取扱店を紹介 
させていたださます。 

@修理料金のしくみ 

修理料金=技術料+部品代です。 



技術料 

診断、部品交換、調整、修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。技術者の 
人件費、技術教育費、測定機器などの設備費、一般管理費などび含まれています。 

— ) 

部品代 

修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する部材等を含む場合を 
あります。 
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お手入れと巧管 


■必ず差込プラグを抜を、本体が冷めてから行ってください。 

メッシュガード 


《取り外しかた》 


①本体上部を押さえ、メッシュガード下側のツマミを 
ヒーター側に押しつけなびら持ち上げ、ツマミ下 
の L 形ツメと両脇の凸部を本体下側の穴からはずす。 

③メッシュガードを手前に引く。 

③メッシュガード上側両脇凸部を本体上側の穴から 
【みずす。 、、ノ 7^ 


L 形ツメ 



凸部 


凸部 


e 


《取り付けかた》 . 

取りはずしたとさとは逆に、本体上側の穴にメッシュガード上側2ケ所の凸部を差し込み、メッシュガード下側 
のツマミをヒーター側に押しつけなびら下側の穴に L 形ツメを差し込み、突さ当たるまで押し下げる。 

•メッシュガード下側の凸部2ケ所と L 形ツメび確実に差し込まれていることを確認する。 


反射板 

♦反射板び巧れると反射効率び低下しますので、と； 
きどき乾いたやわらかい布で軽く店、いてください。； 

•巧れがひどいときは、うすめた中性洗剤をしみ込； 
ませたやわらかい巧でふいてから乾いた布でふさ； 
とってください。 ： 


• 本体 

参ちよラボルトびゆるんでいないか確認し、確実に 
締めつけてください。 

•お手入れ後はをとどおり組み立て、よく乾かして 
から通電してください。 


' A 注意 

N 

•シンナー-ベンジンなどの揮発性の溶剤は使用しない。 

(本体をいためたり、火災の原因） 

V 

0 


保管のしかた 


《シーズンび終わった 5》 

①お手入れ後よく乾燥させる。 

③ポ U 袋などをかぶせるか、お買い上げ 
時に商品び入っていた箱に入れ、湿気 
の少ない場所に保管する。 


《ベースをはずして保管ずる場合》 

参本体を倒して、ちょラボルトを 
はずしベースをはずしてください。 


•ちよラボルトはなくさないよラ、 
本体のネジ穴に付けておくなどし、 
大切に保管してください。 



ちよラボルトを付けてお< 


6 



A 注意 1 

使用時仪外は、差込プラグをコンセント ^ 
から抜く。 

(けびややけど、絶縁劣化による感電•漏電 ヴ 

乂災の原因） を巧く 

本体に水やお茶などをこぼさない。 

(過熱 • 感■の sm) \^) 

こぼれたときは、直ちに使用を中止し、 

販売店の点検を受けてください。 

使用中や使用後しば 5 くは、本体上部- 
前面.ヒーター•反射板. メッシュ ガー 
ドなどの高温部に触れない。 

(やけどの願） 

差込プラグを抜くときは、電源コードを 

持たずに必ず先端の差込プラグを持って 
抜く。 、グ 

(感電やショートして発乂の原因） 

乾燥など他の用途に使用しない。 

(過熱して発乂の原因） t 

本体の掃除は必ず差込プラグを抜さ、本 
体び冷めてか！ 5 行う。 mm 

傭電ややけどの願） 

ベースを本体か s はずした状態で絶対に使用しない。 /Ov 

(火災の恐れちり） VV 


' 么使用上の注意 、 

差込プラグをコンセントに差し込む時や使用後 
は必ずスイッチツマミの位置を「切」にする。 m 9 

(けびややけど、コンセントの破損、乂災の原因） 

壁等に立てかけたり、傾斜の大きい巧面 /CN 
で使用しない。 V V 

(転倒し、けび•やけど•乂災の原因） 

テーブルタップは使用しない。 / C \ 

(過熱して、やけどや火災の原因） V V 

メッシュガードをがして使用しない。 

(火災の恐れ） 

通電中はヒーターを直接見つめない。 

(長時間見つめると、目に悪影響を与える原因） 

本体に衣類やタオルなどを掛けて使用し 

ない。 （過熱•火災の原因） 

本体とベースの間に指などを入れない。^\ 

(けがの願） 

運輯中、無理に本体を回したり、停止させ^^ 
たりしない。 （故障の原因） >〇/ 


e 


知つておいていただをたいこと 


•一時的に通電しないことびあります。 

これは内蔵されている転倒 OFF スイッチがはた6い 
たちので、異常ではありません。 

•ご使用はじめなどに、油やヒーターに付着したほこ 
りが焼け、わずかなにおいなどしますが異常ではあ 
りません。そのままお使いください。 

においなどは、ご使用にとちないなくなります。 

•ご使用中にピチピチと音がすることがありますが、 
これは本体が熱により膨張•収縮するためで、異常 
ではありません。そのままお使いください。 

•この商品は一般家庭用です。業務用にはお使いにな 
らないで < ださい。 
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る巧のなまえ 


e 


操作部 


反射板 

熱を前方に反射します 


ヒ—夕— 

(力ーボンヒーター) 


メッシュガード 

(着脱式） 


ツスミ 


ベース （組立式) 





転倒 OFF スイッチ 

(振り子式/内蔵式） 


本体が倒れたり、傾<と 
通電を停止します。 


とつて 




通電ランプ 

ヒー ターに 通電したとき、 
通電ランプが点なします。 


電源コード 





差込プラグ 



操作部 


ヒーターに500 W Dj 

趣•一 

電源を切ります。 

\ 圆 500 W 

通電し、首ぉも巧!斗,#/ 


\ ヒーターのみ 

振り運転し脑画 苗* 


] 通電します。 

ます。 1 000 W 


/ 圆 1000 W 

スイッチツ7ミ' 

/ 趣— 

-電源を切ります。 


付属品 


ちようボルト （3 本) 



※ポ U 袋に入れて、ベースに 
貼り付けてあります。 


首振り調節のしかた 


■首振り運転をずるとき 

スイッチツマミを 
「10日日 W 自動首振り」や 
「5 日日 W 自動首振り」 に合 
わせる と、 ヒーターに 
通電し首振り運転をします。 

首振り運転角度は約6□度 
で自動運転します。 


■本体の方向を変えるとき 

スイッチツマ5を 
「切」にし、とって 
を持って軽く回し 
てください。 

首振り運転の中ノこ\ 

位置び、約60度の 
範囲で変えられます。 



約60度 
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ほ用前のを備 


ベースを取り付ける 


① 商品が入っていた箱など、台の上にち図のよラに本体を 
倒して置く。 

② ベースの凸部を本体のかん合穴部に合わせてはめ込む。 

③ 付属のちようボルト （3 本）で締めつけて、ベースを本体 
に確実に取り付ける。 


’ A 注意 

N 

電源コードをはさまない。 

(感電やショートして発乂の原因） 

0 

ベースを本体に取り付けない状態では絶対に 

使用しない。 （火災の原因） 

0 

ベースを取り付け•取りタル時、シャフト等の突起物に 
ぶつけたり、本体を落下させたりしない。 （けびの原因） 




正しいほいかた 


^ま定した平!5な床面に置< 


参不安定な床面に置くと、本体び倒れたり、け 
びをしたりする原因になります。 

•傾斜の大きい床面に置くと、転倒日 FF スイッ 
チびはたらさ、通電しない場合びあります。 


e 


•自動首振り運転時にスムーズに首振動作しな 
くなることびあります。 


2 差込プラグを 

コンセントに差し込む 


•正し<配線された 
交流1□日 V のコン 
セントに、根元ま 
でしっかりと差し 
込みます。 



<ご注意> 差込プラグをコンセントに差し込む時は、必ずスイッチツマミび r 切」の位置になっ 
ていることを確認して<ださい。 

※スイッチび入っていると、差込プラグをコンセントに差し込む時にスパークし、 
けびややけど、コンセントの破損の原因になります。 


3 スイッチツ7三を 

好みの位置に合わせる 


参ヒーターに通電し、通電ランプび点灯します。 
初めに高いちのワットで通電すると、早く 
暖まります。 


■使用後は、スイッチツマミを r 切」にして、差込プラグを巧く 

5 










































































































